
東
京
を
襲
う
多
様
な
災
害

東
京
で
は
地
震
・
風
水
害
・
感
染
症
な
ど
多
様
な

災
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
首
都
直
下
地
震
は
今
後

３０
年
間
で
７０
％
の
確
率
で
生
起
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
昨
年
首
都
圏
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
風
水
害

は
今
後
も
激
化
し
て
い
く
と
の
見
通
し
で
あ
る
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
新
た
な
感
染
症
が
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
東
京

は
世
界
的
な
政
治
・
経
済
の
中
心
と
し
て
、
高
い
人

口
密
度
や
稠
密
な
交
通
・
生
活
イ
ン
フ
ラ
、
多
数
の

昼
間
人
口
や
外
国
人
観
光
客
と
い
っ
た
特
性
を
有

し
て
お
り
、
重
層
的
な
災
害
対
策
に
よ
っ
て
東
京
都

の
安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

都
の
災
害
対
策
の
３
本
柱

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

都
の
防
災
施
策
は
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を

３
本
柱
と
し
て
「
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ
が
災

害
対
応
力
を
高
め
、
そ
れ
を
連
携
さ
せ
て
い
く
」
と

い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。「
自
助
」
と
は
個

人
や
家
庭
で
の
取
り
組
み
を
、「
共
助
」
と
は
隣
近

所
・
自
治
会
・
町
内
会
・
消
防
団
な
ど
の
取
り
組
み

を
、
そ
し
て
「
公
助
」
と
は
行
政
機
関
や
治
安
関
係

機
関
に
お
け
る
取
り
組
み
を
指
す
。
都
は
行
政
機
関

と
し
て
、
公
助
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
助
や
共

助
の
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

企
業
と
の
連
携

防
災
施
策
を
推
進
す
る
に
際
し
て
は
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
各
取
り
組
み
に
関
し
て
企
業
と
の
幅
広

い
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

自
助
の
面
で
は
、各
企
業
が
「
災
害
に
強
い
企
業
」

と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
建
物
の

耐
震
化
や
事
務
机
等
の
固
定
、
耐
火
・
出
火
防
止
な

ど
ハ
ー
ド
面
の
施
策
に
あ
わ
せ
て
、
従
業
員
の
た
め

の
飲
料
水
・
食
糧
・
生
活
必
需
品
の
備
蓄
や
家
族
も

含
め
た
安
否
確
認
方
法
・
集
合
場
所
の
確
認
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
・
避
難
所
の
確
認
、
職
場
に
お
け
る
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の

施
策
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
は
災
害

時
に
業
務
を
継
続
し
迅
速
な
復
旧
を
図
る
た
め
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）の
作
成
も
必
要
で
あ
る
。
首

都
直
下
地
震
発
生
時
に
は
甚
大
な
被
害
が
生
ず
る
。

被
害
が
最
大
の
場
合
に
は
、
死
者
約
９
７
０
０
人
、

負
傷
者
約
１４
万
７
６
０
０
人
、
建
物
被
害
約
３０
万
棟
、

帰
宅
困
難
者
約
５
１
７
万
人
と
い
う
膨
大
な
予
測
値

で
あ
る
。
災
害
発
生
時
に
お
い
て
各
企
業
が
自
ら
の

安
全
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
見
、
連
携
と
は

見
え
な
く
て
も
都
の
応
急
対
策
の
実
施
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
す
。
そ
れ
は
帰
宅
困
難
者
の
発
生

数
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
救
出
救
助
機
関
の
対
応

力
を
災
害
弱
者
の
救
出
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

小
林

茂

こ
ば
や
し

し
げ
る

東
京
都
の
災
害
対
策
に
お
け
る

民
間
企
業
と
の
連
携

東
京
都
危
機
管
理
監

242020・5



が
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
企
業
の
速
や
か
な

復
旧
と
活
動
の
再
開
は
、
避
難
者
へ
の
物
資
の
供
給

や
都
内
全
体
の
復
旧
の
促
進
に
つ
な
が
る
。
都
で
は

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
各
企
業
に
対
す
る
普
及
啓
発

や
一
斉
帰
宅
の
抑
制
を
推
進
す
る
企
業
の
認
定
制
度

な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

次
の
共
助
の
面
で
は
、「
地
域
に
お
け
る
共
助
の
中

核
」
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
共

助
は
、
既
述
の
よ
う
に
自
治
会
や
消
防
団
な
ど
の
活

動
を
主
体
と
す
る
が
、
企
業
の
人
的
・
物
的
資
産
を

考
え
る
と
地
域
の
中
核
と
し
て
力
を
発
揮
し
て
い
た

だ
き
た
い
存
在
で
あ
る
。
地
震
発
生
時
、
都
心
部
に

お
い
て
は
多
数
の
行
き
場
の
な
い
帰
宅
困
難
者
が
駅

前
等
に
滞
留
す
る
。
そ
の
予

想
数
は
最
大
９２
万
人
で
あ
る
。

企
業
に
は
、
平
素
は
中
核
と

な
る
要
員
を
養
成
し
て
防
災

訓
練
な
ど
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
災
害
発
生
時
に
は
帰

宅
困
難
者
に
対
し
水
・
食
糧
、
応
急
手
当
な
ど
の
支

援
を
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
こ
れ
は
共
助
と

公
助
の
中
間
に
位
置
す
る
活
動
と
も
い
え
る
。
都
で

は
こ
れ
ら
の
施
策
に
つ
い
て
も
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や

普
及
、
ま
た
協
力
企
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

３
つ
目
は
公
助
に
お
け
る
連
携
で
あ
る
。
災
害
発

生
後
の
応
急
対
策
に
お
い
て
は
、
人
命
救
助
や
避
難

所
支
援
の
ほ
か
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
業
務
が
必

要
と
さ
れ
る
。
首
都
直
下
地
震
発
生
時
に
は
既
述
の

人
的
・
物
的
被
害
を
は
じ
め
、
道
路
の
途
絶
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
ま
ひ
、
多
数
の
避
難
者
の
発
生
な
ど
が

見
込
ま
れ
る
。
都
内
全
避
難
者
は
最
大
約
３
３
９
万

人
発
生
し
、
避
難
所
生
活
者
は
約
２
２
０
万
人
、
避

難
所
は
３
０
０
０
カ
所
に

上
る
予
測
で
あ
る
。
多
様

か
つ
大
量
の
対
策
が
必
要

と
さ
れ
る
が
、
政
府
・
自

治
体
と
い
っ
た
公
的
機
関

の
み
で
実
施
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
都

で
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

応
急
・
復
旧
対
応
、
救
出

救
助
関
係
、
医
療
・
福
祉

関
係
、
火
葬
関
係
、
帰
宅

支
援
関
係
、
輸
送
関
係
、

物
資
調
達
関
係
な
ど
の
多

く
の
業
者
と
協
定
を
結
び
、

災
害
発
生
時
の
速
や
か
な

対
応
を
実
施
で
き
る
態
勢

を
整
え
て
い
る
。
さ
ら
な

る
協
定
の
拡
充
に
よ
り
一

層
充
実
し
た
態
勢
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

S
o
c
ie
ty
5
.0

時
代
に
向
け
て

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
伴
い
Ｉ
ｏ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
の
活
用
が
災
害
対
応
に
も
必
須
と
な
る
。
先
進

技
術
の
活
用
と
い
う
点
で
は
２
つ
の
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

１
つ
は
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る
災
害
対
応
の
促
進
で

あ
る
。
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
衛
星
や
ド
ロ
ー
ン
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
含
め
た
情
報
収
集
・
分
析
・
共
有
、
意

思
決
定
支
援
、
応
急
・
復
旧
対
策
の
推
進
な
ど
災
害

対
応
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
高
度
に
連
接
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
可
能
と
な
る
。
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
効
率
的
・
効
果
的
か
つ
き
め
の
細
か
い
対

応
に
よ
り
、
被
害
の
局
限
は
も
と
よ
り
要
配
慮
者
へ

の
対
応
や
災
害
関
連
死
の
防
止
、
早
期
の
復
旧
・
復

興
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
つ
目
は
テ
レ
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
業
種
の
特
性
な

ど
に
よ
り
す
べ
て
の
企
業
が
実
施
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
主
要
な
防
災
・
減
災
施
策

の
１
つ
と
な
る
。
災
害
発
生
時
の
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、

交
通
機
関
運
休
時
の
混
雑
・
混
乱
の
回
避
や
感
染
症

発
生
時
の
感
染
拡
大
防
止
と
い
っ
た
か
た
ち
で
、
二

次
被
害
や
被
害
拡
大
の
防
止
施
策
と
な
り
得
る
。
ま

た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
地
域
防
災
力
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
。
現
在
、
多
数
の
人
が
日
々
都
心
部
へ
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
は
昼

間
の
成
人
人
口
が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
状
態
も
起

き
て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
こ
の
状
態
を
解
消
す
る

一
手
段
に
な
る
。
そ
れ
は
災
害
時
の
帰
宅
困
難
者
の

減
少
や
地
域
に
お
け
る
応
急
対
策
の
強
化
を
促
す
。

一
層
の
災
害
の
激
甚
化
が
予
測
さ
れ
る
昨
今
、さ
ま

ざ
ま
な
視
角
か
ら
先
進
技
術
を
と
ら
え
、
幅
広
い
施

策
へ
と
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
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